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結
論

評書

堀
内
隆
　
行

　
｝
八
継
紀
半
ば
以
来
、
一
一
〇
〇
年
の
長
き
に
渡
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド

支
配
（
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ラ
ー
ジ
）
。
こ
の
統
治
…
を
担
っ
た
イ
ン
ド
高
等

文
官
（
ぎ
象
鋤
口
Ω
＜
鵠
ω
葭
く
餌
葺
1
1
H
O
ω
）
は
、
E
・
M
・
フ
ォ
ー
ス
タ
…

著
『
イ
ン
ド
へ
の
道
撫
（
一
九
一
一
四
年
）
を
は
じ
め
と
す
る
文
学
作
平
の
題

材
と
し
て
も
、
歴
史
研
究
の
対
象
と
し
て
も
連
嘩
る
伝
統
を
築
い
て
き
た
。

本
書
は
、
I
C
S
に
関
す
る
最
初
の
日
本
語
論
文
を
著
さ
れ
た
本
田
毅
彦
氏

が
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
畏
出
の
博
士
論
文
を
下
敷
き
と
し
て
上
梓
さ

れ
た
本
格
的
啓
蒙
書
で
あ
る
。
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ラ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
近

年
、
「
み
ず
か
ら
語
り
出
す
こ
と
の
で
き
な
い
従
属
的
な
諸
階
級
・
民
衆
の

歴
史
」
を
琢
，
サ
バ
鰐
。
．
ス
タ
デ
，
ー
ズ
が
盛
ん
と
な
り
、
邦
訳
も
世

に
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
他
方
、
サ
バ
ル
タ
ン
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
が
「
エ

リ
ー
ト
主
義
的
歴
史
叙
述
」
と
批
判
し
て
き
た
研
究
群
も
、
後
述
す
る
よ
う

に
新
展
開
を
見
せ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
日
本
で
は
、
後
者
の
紹
介
は
、
（
国

民
会
議
派
の
も
の
を
除
き
）
満
足
の
い
く
よ
う
に
は
進
ん
で
い
な
い
。
か
か

る
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
正
す
た
め
に
も
、
本
書
の
出
版
は
是
非
と
も
必
要
で
あ

っ
た
。

　
本
書
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
序
章
は
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ラ
ー
ジ
の
歴
史
的
概
観
に
始
ま
り
、
次
い

で
、
イ
ン
ド
支
配
シ
ス
テ
ム
の
解
説
に
移
る
。
シ
ス
テ
ム
は
、
イ
ギ
リ
ス
本

国
と
イ
ン
ド
現
地
の
二
つ
の
部
分
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。
こ
の
内
、
後
者

文
官
部
門
の
エ
リ
ー
ト
官
僚
制
度
を
構
成
し
た
の
が
I
C
S
で
あ
る
。
そ
の

メ
ン
バ
ー
は
、
英
領
イ
ン
ド
統
治
シ
ス
テ
ム
の
「
鋼
鉄
の
枠
」
と
称
さ
れ
る

一
方
、
「
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
的
窟
僚
の
理
想
像
偏
を
体
現
し
、
イ
ギ
リ
ス
社

会
の
「
知
的
貴
族
偏
の
形
成
を
も
担
っ
た
。
か
れ
ら
と
か
か
わ
り
の
あ
る
著

名
入
も
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
一
八
五
五
年
に
公
開
競
争
学
力

試
験
に
よ
る
選
抜
を
導
入
し
、
「
近
代
的
」
官
僚
制
度
へ
の
歩
み
を
開
始
し

た
I
C
S
は
、
一
八
八
○
年
代
ま
で
に
は
そ
の
形
式
を
ほ
ぼ
憾
め
終
え
た
。

本
書
の
課
題
は
こ
の
あ
と
の
時
期
、
一
八
九
工
一
一
九
一
闘
年
の
合
格
者
一

二
五
九
名
の
キ
ャ
リ
ア
を
、
「
多
様
で
斬
新
な
視
角
か
ら
捉
え
な
お
し
、
英

領
イ
ン
ド
の
政
治
史
的
・
社
会
史
的
文
脈
の
中
に
位
置
づ
け
る
」
（
一
九

頁
）
こ
と
で
あ
る
。

　
第
一
章
は
、
こ
の
～
二
五
九
名
の
選
抜
と
キ
ャ
リ
ア
の
デ
ー
タ
分
析
に
当

て
ら
れ
る
。
最
初
に
、
イ
ン
ド
医
務
官
等
と
比
べ
て
、
I
C
S
は
ケ
ル
ト
辺

境
総
身
者
、
イ
ン
ド
人
が
少
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
次
い
で
、
イ
ギ
リ

ス
人
（
表
一
一
二
）
、
イ
ン
ド
人
（
表
三
…
五
）
合
格
者
の
出
身
社
会
階
暦

が
分
析
さ
れ
、
両
者
と
も
「
教
育
を
受
け
た
中
産
階
級
」
の
出
身
者
が
多
い
、
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と
の
結
論
が
導
き
出
さ
れ
る
。
出
身
申
等
学
校
（
表
六
）
、
大
学
（
表
七
）

に
つ
い
て
は
、
各
々
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
、
オ
ッ
ク
ス
ブ
ー
3
ッ
ジ
が
優
勢

で
あ
る
が
、
前
者
に
つ
い
て
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
以
外
の
学
校
も
存
在

し
た
。
ま
た
志
望
動
機
と
し
て
は
、
「
家
系
の
伝
統
」
、
「
感
情
的
な
混
成

物
」
と
い
う
よ
り
も
、
よ
り
世
俗
的
な
動
機
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
、
と
さ

れ
る
。
第
～
章
の
後
半
は
キ
ャ
リ
ア
の
問
題
に
移
り
、
勤
務
州
（
表
八
…
一

〇
）
に
つ
い
て
は
連
合
州
・
パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
の
無
気
が
、
勤
務
部
門
（
合
一

～
1
一
五
）
に
つ
い
て
は
司
法
・
政
務
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
部
門
に
対
す
る

行
政
部
門
の
優
位
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
に
お
け
る
成
功
と
出

身
大
学
（
表
一
六
）
、
勤
務
部
門
（
表
一
七
）
、
勤
務
州
（
表
一
八
）
と
の
関

係
、
在
任
中
の
死
亡
（
表
一
九
）
、
勤
続
期
間
（
表
二
〇
）
等
の
問
題
に
つ

い
て
も
分
析
が
行
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
デ
ー
タ
分
析
を
ふ
ま
え
て
、
第
二
章
は
、
両
大
戦
問
期
の
統
治

シ
ス
テ
ム
改
革
に
I
C
S
が
い
か
に
関
与
し
た
か
、
と
い
う
問
題
に
移
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
を
契
機
と
す
る
イ
ン
ド
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
は
、

～
九
一
〇
年
代
末
、
I
C
S
の
」
・
メ
ス
ト
ン
、
W
・
マ
リ
ス
を
統
治
シ
ス

テ
ム
改
革
へ
と
向
か
わ
せ
た
。
一
一
人
の
プ
ラ
ン
は
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
睦
チ
ェ
ル

ム
ス
フ
ォ
ー
ド
改
革
に
結
実
す
る
が
、
改
革
の
焦
点
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
専
制

支
配
的
権
力
と
イ
ン
ド
社
会
の
代
表
民
主
制
的
権
力
と
を
並
存
さ
せ
よ
う
と

す
る
「
ダ
イ
ア
ー
キ
i
」
構
想
に
存
し
た
。
改
革
は
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
金

融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
を
B
指
す
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
家
の
利
害
に
躍
っ
た
。

他
方
I
C
S
は
、
イ
ン
ド
人
へ
の
過
度
の
権
力
移
譲
に
不
満
を
抱
く
。
こ
う

し
た
不
満
は
ま
ず
、
早
期
退
職
の
増
加
と
し
て
表
面
化
し
た
（
一
九
工
三
年

以
降
の
リ
ー
委
員
会
の
施
策
に
よ
り
、
増
舗
に
は
歯
止
め
が
か
か
っ
た
）
。

ま
た
I
C
S
の
県
担
当
官
は
、
イ
ン
ド
人
政
治
家
の
進
磁
や
農
村
騒
擾
の
多

発
に
警
戒
感
を
深
め
た
。

　
し
か
し
I
C
S
、
と
く
に
そ
の
禺
身
の
州
総
督
等
は
、
イ
ン
ド
社
会
の
宗

派
鋼
「
コ
ミ
ュ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
利
用
し
、
ま
た
州
レ
ヴ
ェ
ル
の
問
題
に
造
化

し
つ
つ
、
こ
の
あ
と
の
時
期
の
危
機
を
の
り
越
え
て
い
く
。
結
果
、
～
九
二

〇
年
代
前
半
の
混
乱
に
比
し
て
、
一
九
三
〇
年
代
前
半
に
は
統
治
に
自
信
を

見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
I
C
S
の
サ
ー
・
マ
ル
コ
ム
・
ヘ
イ
リ
ー
が
策
定

し
た
英
領
イ
ン
ド
と
諸
藩
王
国
と
の
「
連
邦
」
プ
ラ
ン
は
、
一
九
三
五
年
イ

ン
ド
統
治
法
に
結
実
す
る
。
同
プ
ラ
ン
は
、
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
家
、
I

C
S
両
者
の
利
害
に
適
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　
第
三
章
は
、
I
C
S
の
社
会
史
・
生
活
史
を
扱
う
。
結
婚
に
つ
い
て
は
、

イ
ン
ド
人
に
対
す
る
数
的
劣
勢
を
補
う
意
味
が
あ
っ
た
こ
と
、
高
学
歴
・
高

収
入
の
結
婚
相
手
と
し
て
魅
力
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
次
い
で

結
婚
相
手
の
卒
園
社
会
階
層
が
分
析
さ
れ
る
。
社
交
生
活
に
つ
い
て
は
、
I

C
S
内
部
の
問
題
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
居
住
区
域
の
「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ク
ラ

ブ
」
の
問
題
が
検
討
さ
れ
る
が
、
叙
述
の
力
点
は
後
者
に
置
か
れ
る
。
イ
ン

ド
入
の
排
除
等
、
L
・
ウ
ル
フ
の
表
現
を
借
り
る
と
、
「
ク
ラ
ブ
は
イ
ギ
リ

ス
帝
国
主
義
の
中
心
で
あ
り
、
シ
ン
ボ
ル
」
で
あ
っ
た
。
ク
ラ
ブ
内
部
で
は
、

「
ボ
ッ
ク
ス
・
ワ
ラ
」
（
英
領
イ
ン
ド
に
お
い
て
商
業
活
動
に
従
事
し
た
イ

ギ
リ
ス
人
）
に
対
す
る
I
C
S
の
侮
蔑
感
が
目
立
っ
た
。
ま
た
、
再
就
職
や

子
ど
も
た
ち
等
、
「
そ
の
後
」
の
問
題
に
つ
い
て
も
分
析
が
行
わ
れ
る
。
再

就
職
先
と
し
て
は
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
が
多
か
っ
た
が
、
こ
う
し
た
「
天
下
り
」

に
つ
い
て
、
イ
ン
ド
省
・
イ
ン
ド
政
庁
は
、
「
賜
暇
」
の
利
用
の
し
か
た
ま

で
含
め
放
任
主
義
で
あ
っ
た
。
「
家
系
の
伝
統
」
を
守
る
意
識
も
反
映
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
教
育
へ
の
関
心
は
高
か
っ
た
。

　
結
論
は
、
「
イ
ン
ド
植
民
地
官
僚
制
度
の
エ
ー
ト
ス
と
規
範
、
そ
し
て
行
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評聯

動
パ
タ
ー
ン
は
、
イ
ン
ド
独
立
の
時
点
を
は
る
か
に
越
え
て
継
続
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
今
日
に
お
い
て
な
お
、
こ
う
し
た
持
続
が
イ
ン
ド
史
の
文
脈
に

お
い
て
持
っ
た
長
期
的
な
意
味
合
い
に
つ
い
て
は
、
議
論
が
尽
く
さ
れ
た
と

は
雷
え
な
い
。
」
（
二
〇
一
頁
）
と
締
め
く
く
ら
れ
る
。

　
以
下
、
各
章
の
論
評
に
移
り
た
い
。
第
一
章
に
つ
い
て
は
、
二
点
の
み
気

に
か
か
っ
た
の
で
言
及
し
て
お
く
。
ま
ず
志
望
動
機
（
五
二
頁
）
に
つ
い
て
、

「
家
系
の
伝
統
」
、
「
感
情
的
な
混
成
物
」
と
い
う
よ
り
も
、
よ
り
世
俗
的
な

動
機
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
、
と
す
る
の
は
、
や
や
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
よ
う

に
感
じ
る
。
同
様
に
連
合
州
・
パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
勤
務
人
気
の
理
由
を
、
両
州

に
関
す
る
R
・
キ
プ
リ
ン
グ
の
文
学
的
表
象
の
魅
力
よ
り
、
出
世
の
た
め
に

有
利
だ
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
求
め
る
（
五
九
頁
）
の
も
バ
ラ
ン
ス
を

欠
く
と
い
え
よ
う
。
い
ず
れ
の
箇
所
も
、
I
C
S
の
理
想
主
義
者
の
側
面
を

極
端
に
排
し
て
お
り
、
違
和
感
を
覚
え
る
。
こ
こ
は
や
は
り
、
並
列
的
に
叙

述
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

第
二
彙
第
三
章
の
議
論
は
、
と
く
に
奎
嵐
の
町
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
際
立

つ
。
例
え
ば
、
本
書
に
先
行
す
る
浜
渦
氏
の
啓
蒙
書
に
あ
っ
て
は
、
I
C
S

自
体
の
記
述
墨
は
全
体
の
半
分
弱
と
少
な
く
、
内
容
的
に
も
公
開
試
験
の
問

題
に
傾
斜
し
て
い
る
。

　
中
で
も
第
二
章
は
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
政
治
史
な
が
ら
も
注
目
に
値
す

る
。
脱
植
民
地
化
に
関
す
る
先
行
研
究
は
一
般
に
、
植
民
地
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
高
揚
の
側
面
に
偏
る
傾
向
が
あ
る
。
J
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
近
年
、
イ
ギ

リ
ス
帝
国
史
に
つ
い
て
、
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
鍵
は
「
自
治
領
構

想
」
で
あ
る
、
と
し
た
。
支
配
者
サ
イ
ド
が
、
帝
国
の
維
持
を
図
る
た
め
、

植
民
地
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
要
求
に
応
じ
よ
う
と
す
る
側
面
を
も
析
繊
し
、

よ
り
立
体
的
な
帝
国
史
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

議
論
は
英
領
イ
ン
ド
に
も
及
ぶ
が
、
そ
の
際
、
当
地
「
自
治
領
構
想
」
の
討

議
の
場
で
あ
る
統
治
シ
ス
テ
ム
改
革
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
探
る
こ
と
は
必
要

不
可
欠
の
作
業
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
問
題
点
も
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
る
。
概
し
て
、
I
C
S
を
叙

述
の
中
心
に
据
え
る
あ
ま
り
、
イ
ン
ド
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
ジ
ェ
ン
ト
ル

マ
ン
資
本
家
、
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
ブ
ル
運
動
（
「
自
治
領
構
想
」
を
推
し
進

め
た
帝
国
規
模
の
運
動
）
等
、
他
の
要
素
が
軽
ん
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
と
く
に
、
イ
ン
ド
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
の
双
方
向
的
関
係
へ
の
配
慮

は
醐
確
に
不
足
し
て
い
る
。
本
罠
が
師
事
さ
れ
た
J
．
M
ラ
ラ
ウ
。
の

近
業
を
は
じ
め
、
こ
う
し
た
分
野
の
先
行
研
究
と
の
接
合
が
課
題
と
い
え
よ

う
。
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
家
に
つ
い
て
も
、
門
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
金
融
シ

ス
テ
ム
の
安
定
」
と
い
う
｝
般
的
目
的
の
み
追
求
し
、
個
別
の
問
題
で
は
I

C
S
の
意
向
に
引
き
摺
ら
れ
る
「
弱
々
し
い
」
イ
メ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
P
・
」
・
ケ
イ
ン
＆
A
・
G
・
ホ
プ
キ
ン
ス
が
描
き
出

し
た
、
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
。
集
家
の
嗣
強
い
」
イ
メ
ー
。
ン
と
は
対
照
、
乞
な

し
て
お
り
、
議
論
を
呼
ぶ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
メ
ス
ト
ン
、
マ
リ
ス
を
I
C
S

と
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
す
る
こ
と
に
も
疑
問
を
感
じ
る
。
二
人
に
つ
い
て
は
、
I

C
S
と
い
う
よ
り
、
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
ブ
ル
運
動
の
メ
ン
バ
～
と
見
な
し
た

ほ
う
が
適
切
で
は
な
か
っ
た
施
・
ま
た
、
c
s
自
体
に
つ
い
て
戦
ダ
イ

ア
ー
キ
ー
へ
の
抵
抗
の
側
面
を
強
調
し
た
結
果
、
あ
ま
り
に
守
旧
派
的
に
描

き
出
し
過
ぎ
て
い
る
感
が
し
た
。
結
論
四
六
（
二
一
四
頁
）
に
も
あ
る
と
お

り
、
I
C
S
の
意
向
を
強
く
反
映
し
た
一
九
三
五
年
イ
ン
ド
統
治
法
に
も
、

「
前
進
」
の
側
面
は
存
在
し
た
。
こ
う
し
た
側
爾
に
注
目
し
た
場
合
、
I
C

S
像
は
大
き
く
変
わ
っ
た
も
の
と
思
う
。

　
第
二
章
の
み
な
ら
ず
、
第
三
章
の
、
I
C
S
の
社
会
史
・
生
活
史
も
新
鮮
161 （763）



か
つ
興
味
深
い
。
と
く
に
結
婚
の
項
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
イ
ギ
リ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

帝
国
の
問
題
一
般
に
関
す
る
本
田
氏
の
訳
書
と
併
読
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ク
ラ
ブ
」
の
項
も
、
数
的
劣
勢
の
問
題
が
植
民
地
手
入

の
「
帝
国
意
識
」
鰭
か
に
影
響
し
た
か
、
に
関
す
る
近
年
の
研
究
と
琵

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
再
就
職
や
子
ど
も
た
ち
卿
項
も
、
イ
ギ
リ
ス
入

の
「
植
民
地
経
験
」
の
議
論
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
た
だ
し
第
三
章
の

叙
述
が
、
事
例
提
供
の
次
元
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
イ
ギ

リ
ス
帝
国
の
社
会
史
・
生
活
史
の
諸
解
釈
に
変
更
を
加
え
る
ま
で
に
は
、
遺

憾
な
が
ら
至
っ
て
い
な
い
。

　
第
三
章
に
限
ら
ず
、
本
書
の
意
義
は
総
じ
て
、
一
読
し
て
も
わ
か
り
に
く

い
。
統
治
シ
ス
テ
ム
改
革
の
問
題
に
し
て
も
、
そ
れ
と
I
C
S
と
の
関
係
を

問
う
理
由
は
、
明
確
に
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
本
田
氏
は
二
一

年
前
、
I
C
S
研
究
の
意
義
を
、
「
支
配
に
携
わ
っ
た
者
た
ち
の
社
会
的
実

態
が
ど
の
よ
、
◎
・
な
も
の
だ
。
た
か
、
ど
の
よ
う
な
意
識
を
抱
い
て
い
た
の
か

と
い
っ
た
問
題
」
を
探
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
た
し
か
に
、
英
領
イ
ン
ド
の
政

治
史
・
社
会
史
に
つ
い
て
は
、
か
か
る
視
座
は
い
ま
な
お
有
効
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
政
治
史
・
社
会
史
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
帝

国
意
識
研
究
を
は
じ
め
、
類
似
の
研
究
は
氾
濫
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況

に
あ
っ
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
も
、
本
書
が
そ
の

認
識
を
改
め
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
I
C
S
に
つ
い
て
は
全
く
の
門
外
漢
の
書
評
ゆ
え
、
思
わ
ぬ
誤
読

を
犯
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
「
（
欧

酬
の
大
学
提
出
の
）
博
士
論
文
の
成
果
を
（
日
本
で
）
い
か
に
公
表
す
る

か
」
と
い
う
こ
と
に
付
随
す
る
問
題
も
、
本
稿
で
は
十
分
に
考
慮
し
て
こ
な

か
っ
た
。
本
書
に
関
し
て
は
、
高
度
の
専
門
性
を
維
持
し
つ
つ
「
啓
蒙
」
の

目
的
を
全
う
す
る
に
は
、
紙
幅
が
あ
ま
り
に
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
い
。

結
果
と
し
て
、
議
論
に
省
略
が
多
く
、
わ
か
り
に
く
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

I
C
S
は
政
治
家
（
あ
る
い
は
統
治
者
）
な
の
か
官
僚
な
の
か
、
と
い
う
こ

と
も
精
査
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。
本
書
は
I
C
S
を
概
し
て
宮
僚
と
み
な
し

て
い
る
が
、
一
〇
〇
頁
に
も
あ
る
と
お
り
、
政
治
家
と
し
て
の
側
面
も
完
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

に
は
否
定
で
き
ま
い
。
し
か
し
、
精
査
に
は
諸
外
国
の
類
例
と
の
国
際
比
較

を
要
し
、
門
外
漢
の
手
に
は
余
る
。
と
く
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
研
究

の
　
層
の
深
ま
り
を
切
に
願
う
次
第
で
あ
る
。

（
付
詑
）
本
稿
は
、
イ
ギ
リ
ス
都
市
生
活
史
研
究
会
（
工
○
〇
二
年
三
月
工

一
日
）
で
の
合
評
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
ご
教
示
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
も
と
よ
り
、
本
稿
の
不
備
は
筆
者
の
責
任
で
あ

る
。

①
本
田
毅
彦
コ
八
八
○
年
代
英
領
イ
ン
ド
に
お
け
る
植
民
地
官
僚
制
改
革
問
題

　
に
つ
い
て
扁
『
史
林
葱
七
三
1
～
（
～
九
九
〇
年
）
。

②
衆
・
グ
ハ
他
著
、
竹
中
千
春
訳
㎎
サ
バ
ル
タ
ン
の
歴
史
ー
イ
ン
ド
史
の
脱
構

　
築
－
嚇
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
。

③
浜
渦
哲
雄
明
英
国
紳
士
の
植
民
地
統
治
ー
イ
ン
ド
高
等
文
官
へ
の
道
一
臨

　
中
央
公
論
社
、
一
九
九
一
年
。

④
い
U
p
暑
貫
、
〉
日
耳
仙
切
【
三
ω
げ
国
日
冨
鳴
u
爵
①
U
。
巨
駄
自
H
縣
①
p
貯
H
雫

　
b
Φ
臥
巴
℃
巳
三
〇
切
．
闇
一
p
こ
．
ζ
’
甲
。
≦
昌
闘
乱
≦
幹
凋
■
U
o
巳
ω
（
巴
ω
．
）
”
§
馬
9
6
－

　
誉
巡
勢
ミ
電
駄
暮
免
ヒ
d
ミ
長
客
勲
愚
馬
、
笥
竃
ト
み
§
鳴
ぎ
§
三
日
G
§
ミ
§
○
×
｛
o
a
り

　
一
り
¢
P
噛
℃
．
刈
？
o
O
Q
Q
．

⑤
魯
罫
即
。
毒
”
、
H
巳
㌶
、
弘
身
奪
ミ

⑥
》
．
ρ
霞
憩
匿
易
．
響
爵
ε
誓
Φ
賢
島
q
牢
。
ヨ
箔
巴
8
巴
譲
昨
。
避
け
。
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H
ヨ
O
Φ
詠
臨
書
ω
［
o
蔓
層
聖
笥
嫌
箏
題
§
＝
罐
（
一
㊤
8
y

⑦
〉
」
竃
§
．
誹
Φ
幻
。
匡
巳
ご
肛
p
一
漕
9
8
．
一
写
．
U
・
臣
①
駐
甲
¢
巳
く
Φ
赫
㎞
受

　
o
｛
○
駄
。
箆
O
×
｛
o
具
お
8
も
’
心
①
伊

⑧
幻
』
葦
芦
寧
準
準
§
職
浄
旨
§
勘
§
§
笥
し
ロ
ミ
上
扇
§
偽
§
“
ζ
営
。
冨
ω
§
噂

　
む
O
P
（
本
田
毅
彦
訳
噸
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
帝
国
…
近
代
イ
ギ
リ
ス
の
性

　
と
社
会
－
馬
田
書
房
、
～
九
九
八
年
）
。

⑨
北
川
勝
彦
「
白
人
移
民
社
会
の
形
成
と
帝
国
意
識
－
南
ロ
ー
デ
シ
ア
を
中
心

　
に
し
て
一
」
木
畑
洋
一
編
槻
大
英
帝
国
と
帝
国
意
識
ー
ー
支
配
の
深
願
を
探
る

　
一
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
八
年
。

⑩
　
栗
本
英
世
・
井
野
瀬
久
美
悪
編
『
植
民
地
経
験
一
人
類
学
と
歴
史
学
か
ら
の

　
ア
プ
ロ
ー
チ
ー
』
人
文
書
院
、
一
九
九
九
年
。
以
下
も
参
照
。
富
山
太
佳
夫

　
「
出
戻
り
の
歴
史
学
」
噛
岩
波
講
座
琶
界
歴
史
月
報
』
二
二
（
｝
九
九
九
年
）
。

⑪
本
田
「
植
艮
地
宮
僚
制
改
革
問
題
点
、
一
頁
。

⑫
小
田
申
直
樹
コ
九
九
九
年
の
歴
史
学
界
－
回
顧
と
展
望
ー
ヨ
ー
ロ
ッ

　
パ
（
近
代
－
一
般
と
『
史
学
雑
誌
嚇
一
〇
九
…
五
（
二
〇
〇
〇
年
）
、
三
二
七
頁
。

⑬
例
え
ば
、
山
室
信
一
「
『
満
洲
国
』
統
治
過
程
論
」
由
本
有
造
編
『
「
満
洲
国
」

　
の
研
究
輪
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
　
｝
九
九
三
年
。
以
下
も
参
照
。
野
村
耕

　
一
「
官
吏
資
格
の
制
度
と
機
能
」
望
田
幸
男
編
『
近
代
ド
イ
ツ
釦
「
資
格
社
会
漏

　
の
制
度
と
機
能
臨
名
古
屡
大
学
繊
版
会
、
一
九
九
五
年
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
6
判
　
二
一
四
頁
　
二
〇
〇
一
年
七
月
講
談
社
二
五
〇
〇
円
）

（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

）

評書
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